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大規模災害時に、地域と消防団が迷わず動ける役割分担と訓練を

状況を把握

災害時の地域と消防団の連携方
法に課題

→
質問する

役割・情報共有・訓練・人員不
足を確認

→
市の答え

連携を深め合同訓練で避難訓練
を検討

→
次を確認

連絡体制と実践訓練の定着を確
認

一目でわかる｜問題・質問・市の答え

問題

自主防災組織と消防団は地域防災の両輪
ですが、災害時の役割や情報共有が十分
でない地域があります。

質問

大規模災害時の役割分担、連絡方法、合
同訓練、消防団員不足への対応について
質問しました。

市の答え

市は合同防災訓練を毎年実施しており、
その中で地域と消防団が連携する避難訓
練を検討すると答えました。

最重要の到達点 組織を置くだけでなく、災害時に誰が何を担い、どう連絡するかを共有できること

次に確認すること｜当時の方針と未解決点

市の方針 学校区単位の日田市合同防災訓練を毎年実施

必要な接続 自主防災組織・消防団・学校等が顔の見える関係で訓練する

未定・課題 地域ごとの具体的な連絡網や双方向共有の制度化、団員不足は未解決

今後の実績確認 連絡網、合同訓練、支援策の課題が改善したか確認

議事にある具体事項 大分市では令和3年度から自主防災組織の連絡体制表に地域消防団の連絡先を追加／学校区単位の合同防災訓練を実施／
消防団員不足の取組を継続

※ここまでが令和6年9月定例会で確認した当時の内容です。 出典：日田市議会 令和6年9月定例会／日田市「令和7・8年度日田市合同防災訓練」公表資料（2026年9月確認）
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その後の進捗

2024年9月の一般質問後に確認できる制度・事業の変化です。質問との因果関係を示すものではありません。

令和7年度・日隈校区 住民参加型の避難所開設・運営訓練を実施し、消防団、防災関係機関、地域住民等が
参加しました。

令和8年度・石井校区 避難所開設・運営等訓練を実施内容として公表し、消防団などの関係機関と地域住民
が参加しました。

ドローン映像を共有 ドローン映像を通信衛星経由で災害対策本部へ伝送し、被災現場をリアルタイムに把
握する訓練が行われました。

残る確認事項 具体的な連絡網、双方向情報共有の制度化、消防団員不足について、解決済みとは確
認できていません。

出典：日田市議会 令和6年9月定例会／日田市「令和7・8年度日田市合同防災訓練」公表資料（2026年9月確認）


